
第
１
号
議
案
　
令
和
６
年
度
公
益
財
団
法

　
人
中
野
区
教
育
振
興
会
事
業
報
告

第
２
号
議
案
　
令
和
６
年
度
公
益
財
団
法

　
人
中
野
区
教
育
振
興
会
決
算
書
類

　
　
　
令
和
７
年
６
月
19
日
に
承
認

第
１
号
議
案
　
事
業
報
告
書

（
公
益
目
的
事
業
）
　

１ 

奨
学
資
金
の
給
付

 

社
会
の
た
め
有
為
な
人
材
を
育
成
す  

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
給
付
。

⑴
対
　
象

　
　
都
内
の
高
等
学
校
に
在
学
す
る
区
民

　
　
で
、
成
績
優
秀
、
心
身
共
健
全
で
あ

　
　
っ
て
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困

　
　
難
な
生
徒
。

⑵
奨
学
資
金

 

延
１
８
０
人
に
、

　
　
１
人
月
額
１
１
，０
０
０
円
を
給
付
。

 

総
額
１
，９
８
０
，０
０
０
円
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２ 

学
習
及
び
研
究
奨
励 

区
立
小
・
中
学
校
教
育
研
究
会
へ
の
助
成

⑴
区
立
小
学
校
教
育
研
究
費
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
０
，０
０
０
円

⑵
区
立
中
学
校
教
育
研
究
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
０
，０
０
０
円

３ 

教
育
功
労
者
及
び
本
会
功
労
者
の
表
彰

　
中
野
区
の
教
育
振
興
に
特
に
功
労
の
あ

っ
た
方
及
び
本
会
の
育
成
に
貢
献
し
た
方

を
表
彰

⑴
表
彰
式
　
令
和
６
年
10
月
29
日
（
火
）

⑵
会
　
場
　
中
野
区
役
所
会
議
室

⑶
表
彰
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
①
幼
稚
園
・
中
・
高
等
学
校
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
名

　
　
②
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
名

４
「
会
報
」
の
発
行

　
本
会
の
広
報
誌
と
し
て
発
行

⑴
発
行
部
数 

年
４
回
　
各
８
０
０
部
　

2025/6/18---4校

硬式テニスの小型版

問合せ先：03-3368-8526（亀石）
毎週：月曜午後 /水曜夜間 / 金曜午前午後

部活に最適ニュースポーツ

練習場所：中野区立総合体育館
 03-5860-0024

　
　
配
布
先
　
維
持
会
員
、
区
立
幼
稚
園
、

　
　
　
　
　
　
小
・
中
学
校
、同
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

　
　
　
　
　
　
社
会
教
育
団
体
、
公
立
・

　
　
　
　
　
　
私
立
高
等
学
校
等

５
　
史
跡
め
ぐ
り
の
実
施

　
生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
実
施

（
対
象
・
維
持
会
員
及
び
一
般
区
民
）

⑴
第
１
回

　
令
和
６
年
６
月
６
日
　
参
加
者
31
名

　
　
甲
府
　
　
（
武
田
神
社
・
恵
林
寺
・

　
　
　
　
　
　
甲
府
城
・
甲
斐
善
光
寺
）

⑵
第
２
回

　
令
和
６
年
10
月
３
日
　
参
加
者
45
名

　
　
富
岡
　
　
（
富
岡
製
糸
場
・
一
之
宮

　
　
　
　
　
　
貫
前
神
社
・
こ
ん
に
ゃ
く

　
　
　
　
　
　
パ
ー
ク
）

⑶
第
３
回

　
令
和
７
年
３
月
６
日
　
参
加
者
26
名

　
　
川
越
　
　
（
川
越
大
師
喜
多
院
・
川

　
　
　
　
　
　
越
城
本
丸
御
殿
・
三
芳
野

　
　
　
　
　
　
神
社
・
新
勝
寺
別
院
・
蔵

　
　
　
　
　
　
の
街
）

６
　
中
野
区
検
定
の
実
施

⑴
区
民
対
象

　
　
日
　
　
時
　
11
月
24
日
（
日
）

　
　
会
　
　
場
　
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
受
検
者
数
　
59
名

⑵
区
新
任
職
員
研
修

　
　
日
　
　
時
　
11
月
26
日
（
火
）

　
　
受
検
者
数
　
１
３
０
名

（
収
益
事
業
）

中
野
区
立
教
育
セ
ン
タ
ー
分
室
管
理

⑴
教
育
セ
ン
タ
ー
分
室
の
施
設
管
理

第
２
号
議
案
　
決 
算 

書 

類

（
Ⅰ
）
一
般
正
味
財
産
増
減
の
部

　
経
常
収
益
計

　
　
　
　
　
　
１
４
，７
３
４
，４
５
３
円

　
経
常
費
用
計

　
　
　
　
　
　
１
４
，２
１
１
，５
４
０
円

　
当
期
経
常
増
減
額

　
　
　
　
　
　
　
　
５
２
２
，９
１
３
円

　
法
人
税
等
　
　
　
２
４
４
，０
０
０
円

　
当
期
一
般
正
味
財
産
増
減
額

　
　
　
　
　
　
　
　
２
７
８
，９
１
３
円

　
一
般
正
味
財
産
期
首
残
高

　
　
　
　
　
　
　
　
３
２
２
，４
６
６
円

　
一
般
正
味
財
産
期
末
残
高

　
　
　
　
　
　
　
　
６
０
１
，３
４
９
円

（
Ⅱ
）
指
定
正
味
財
産
増
減
の
部

　
指
定
正
味
財
産
期
末
残
高

　
　
　
　
　
　
２
２
，７
２
９
，３
３
６
円

（
Ⅲ
）
正
味
財
産
期
末
残
高

　
　
　
　
　
　
２
３
，３
３
０
，７
１
５
円

※

新
た
な
評
議
員
　

　
　
評
議
員
　
　
吉
　
川
　
　
　
正
　

　
　
評
議
員
　
　
竹
之
内
　
　
　
勝
　

　
　
評
議
員
　
　
守
　
山
　
算
　
哉
　

　
　
評
議
員
　
　
西
　
原
　
英
　
志

千
葉
県
の
見
返
り
美
人
の

菱
川
師
宣
記
念
館
と
大
福
寺
の

崖
観
音
と
笠
森
観
音
を
見
学
し
ま
す
。

　
　
　
　
中
野
区
教
育
振
興
会

　
　
　
　
℡
（
３
２
２
８
）
５
５
４
４

　
千
葉
県
安
房
郡
鋸
南
町
に
あ
る
見
返
り

美
人
の
作
者
の
菱
川
師
宣
記
念
館
と
館
山

市
の
大
福
寺
の
崖
観
音
そ
し
て
長
生
郡
長

南
町
に
あ
る
四
方
懸
造
り
の
岩
の
上
に
建

て
ら
れ
た
笠
森
観
音
堂
を
見
学
し
ま
す
。

日
　
　
時
　
令
和
７
年
10
月
10
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
前
８
時
出
発

　
　
　
　
　
午
後
６
時
頃
帰
着
予
定

　
　
　
　
　
い
ず
れ
も
旧
区
役
所
西
側

対
　
　
象
　
18
歳
以
上
の
方

募
集
人
員
　
41
名

参
加
費
　
維
持
会
員
　
　
　
　
九
千
円

　
　
　
　
　
非
会
員
　
　
　
一
万
一
千
円

　
　
　
　
（
昼
食
代
・
入
館
料
・
傷
害
保

　
　
　
　
　
険
料
含
む
）

　
　
　
　
　
往
復
貸
切
バ
ス
使
用

申
込
み
　
維
持
会
員
９
月
８
日
（
月
）

　
　
　
　
　
非
会
員
　
９
月
17
日
（
水
）

　
　
　
　
　
よ
り
、
午
前
９
時
か
ら
４
時

　
　
　
　
　
ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
お

　
　
　
　
　
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

中
野
区
教
育
振
興
会

　
　
中
野
区
野
方
１-

35-

３

　
　
　
　
区
立
教
育
セ
ン
タ
ー
分
室
内

令
和
７（
２
０
２
５
）年
度

　
　
第
２
回
史
跡
め
ぐ
り
参
加
者
募
集

中野区検定解答　１→エ２→ウ３→イ４→エ５→ウ６→ア

バレーボールの跡

　
前
々
日
の
雪
の
影
響
も
な
く
、
令
和
７

年
３
月
６
日
26
名
の
参
加
者
で
実
施
し
ま

し
た
。
埼
玉
県
川
越
市
を
目
指
し
て
出
発
。

川
越
市
役
所
の
バ
ス
乗
降
所
に
は
時
間
通

り
に
到
着
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

ガ
イ
ド
さ
ん
と
合
流
し
、
川
越
城
本
丸
御

殿
へ
徒
歩
に
て
移
動
、
風
が
強
く
肌
寒

か
っ
た
で
す
。

　
現
在
は
本
丸
御
殿
の
一
部
と
し
て
玄

関
・
大
広
間
・
家
老
詰
所
を
残
す
の
み
と

な
り
ま
し
た
が
、
日
本
国
内
で
も
本
丸
御

殿
が
現
存
す
る
例
は
極
め
て
ま
れ
で
、
玄

関
に
入
る
と
廊
下
が
ぐ
る
り
と
部
屋
を
取

り
囲
ん
で
お
り
、
部
屋
の
装
飾
は
質
素
で

す
が
部
屋
を
仕
切
る
扉
に
描
か
れ
た
杉
戸

絵
や
車
寄
せ
の
構
え
は
豪
壮
で
、
「
御

殿
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
造
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
本
丸
御
殿
の
天
井
に
は
、
以
前
学
校
と

し
て
使
用
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
た
め
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
の
跡
が
あ
り
ま
し
た
。

　
三
芳
野
神

社
は
、
平
安

時
代
初
期
の

創
建
と
さ
れ
、

川
越
城
築
城

後
は
城
内
の

守
護
と
し
て
、
歴
代
城
主
を
は
じ
め
多
く

の
人
々
の
篤
い
崇
敬
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
天
神
様
は
、
童
謡
「
と
お
り
ゃ
ん

せ
」
発
祥
の
地
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
、
川

越
城
内
に
あ
っ
た
た
め
、
一
般
人
が
参
拝

す
る
に
は
長
く
て
細
い
道
を
辿
る
必
要
が

あ
り
ま
し
た
。
参
詣
客
に
混
じ
っ
て
不
審

者
が
侵
入
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
、
外
に

出
る
際
は
厳
し
く
取
り
調
べ
を
受
け
る
こ

と
も
あ
り
そ
の
こ
と
か
ら
、
「
行
き
は
よ

い
よ
い
帰
り
は
怖
い
〜
」
と
い
う
、
現
在

ま
で
歌
い
継
が
れ
て
い
る
同
じ
道
を
通
っ

て
喜
多
院
に
向
か
い
ま
し
た
。

喜
多
院
は
、
慈
覚
大
師
が
天
長
７
年
（
８

３
０
年
）
に
創
建
し
た
天
台
宗
の
名
刹
で
、

正
式
に
は
星
野
山
無
量
寿
寺
喜
多
院
と
い

い
ま
す
。
天
海
僧
正
が
慶
長
４
年
（
１
５

９
９
年
）
第
27
世
住
職
と
な
る
と
、
幕
府

か
ら
の
厚
い
庇
護
を
受
け
、
江
戸
城
か
ら

豪
華
な
壁
画
や
墨
絵
で
装
飾
さ
れ
た
「
客

殿
」
と
呼
ば
れ
る
「
家
光
誕
生
の
間
」
や
、

三
代
将
軍
家
光
の
乳
母
と
し
て
知
ら
れ
る

春
日
局
が
使
用
し
て
い
た
「
書
院
」
と
呼

ば
れ
る
「
春
日
局
化
粧
の
間
」
な
ど
が
移

築
さ
れ
ま
し
た
。

 

ま
た
、
五
百
羅
漢
が
あ
り
、
人
間
の
喜

怒
哀
楽
を
と
ら
え
た
様
々
な
石
仏
で
、
お

よ
そ
５
４
０
体
が
境
内
に
並
び
、
中
に

は
干
支
が
彫
ら
れ
て
い
る
羅
漢
さ
ん
も

い
ま
す
。

令
和
６
年
度

事
業
報
告
及
び
決
算
確
定

（
第
１
４
４
回
評
議
員
会
）


